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20歳になる皆さんにこんなこと聞いてみました　Ｐ2～3
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■
広
報
特
別
委
員
会
で
は
今
後
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
心

が
け
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
声
を
今
後
の
編
集
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　  （
廣
瀬
）

■
引
き
続
き
、
広
報
委
員
と
し
て
議
会
だ
よ
り
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
如
何

に
し
て
関
心
・
興
味
を
引
き
出
し
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
。
ま
た
、
議
会
が
発
行
す

る
紙
面
と
し
て
の
目
的
や
そ
の
意
義
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
と
し
て
良
い
紙
面
と
は
何
か
。
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　 （
松
本
）

　
　

■
今
回
は
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
ま
し
た
。
福
井
県
大
野
市
議
会
と
香
川
県
宇
多

津
町
議
会
が
行
政
視
察
に
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
沢
山
の
視
察
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
行
政
・
議
会
共
に
ど
ん
ど
ん
他
市
町
に
先
駆
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
５
年
連
続
広
報
委
員
と
な
り
ま
し
た
が
１
年
間
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

       （
長
谷
川
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
行
政
証
明
書
を
取
得
す
る
と
、
４
月
か

ら
手
数
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
窓
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
間
帯
も
利
用
で
き
、「
マ
イ
ナ

救
急
」
機
能
も
あ
り
、
利
便
性
が
高
く
災
害
時
に
も
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
小
椋
）

■
議
会
の
取
り
組
み
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、
委
員
会
で
は
構
成
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
町
政
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
誠
実
な
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。   （
倉
内
）

西小学校６年

長屋洵璃さんの
作品です

表紙の題字

ながや じゅり

長谷川 淳 議員
（はせがわ じゅん）

二十歳の集い実行委員の皆さん

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

趣味：スポーツ観戦・歴史
特技：サッカー・Wikipediaですぐ調べること
座右の銘：人間万事塞翁が馬

　4 年間皆様の為に働ける機会をいただきまして感謝申し上げます。議員は、
皆様の意見を届けるのが一番の仕事です。しかし、全て望み通りいくわけで
はありません。そんな時は、何故駄目なのかという理由を説明し、納得いた
だけないのならばしっかりと議論することも議員の大事な仕事だと思います。
賛成か反対か答えは１つしかありませんが、そこに至る過程にはいくつもの道
があります。４年間その道を大事に活動してまいります。皆様どうぞ今後とも
宜しくお願い申し上げます。

廣瀬 恵理子 議員
（ひろせ えりこ）

趣味：道の駅巡り・カフェやグルメ巡り・ドライブ
特技：料理・お菓子作り
座右の銘：死ぬこと以外かすり傷

　２期目を迎え、初心を忘れず、町民の皆さまの声に改めて向き合ってまい
ります。子育て、教育、福祉、防災など、暮らしに身近なことを大切にしながら、
気軽に声をかけていただける存在として、安心して暮らせる町づくりに全力で
取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

ぎなん議会だより　第61号 18
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特　集特　集

２０歳になる皆さんに こんなこと聞いてみました
ハタチ

岐南町の特徴や、良いところは
何だと思いますか？

岐南町はこれからどのように
変わっていくと思いますか？

皆さんが一番大事にしていることは
何ですか？

政治（選挙）や、まちづくりに関心は
ありますか？それはなぜですか？

スーパーや薬局、
病院などの施設が多く、
老若男女が住みやすい 地域の

つながりが強い

教育に力を
入れている

交通アクセスが
良く、名古屋まで

高齢化が進み、
若者の人口は減る

住宅や店舗が
増え続け、

田畑や緑は減る

外国人が増える

どこかの市町と合併する

給食費が
無料

行きやすい

夢中になれることを
見つけるために挑戦すること

　 知らないことが多くて、
　　行動に
移せていない

中学生のとき、町長選挙が
わずかな差だったのを知り、

選挙は行かないといけないと感じた

関心ある。
自分が住んでる町の

ことだから
今はない。でも、

選挙に行かなきゃ
と思っている

人付き合い

自分自身の
気持ち

お金

家族・友人

趣味

もっと元気な
町になる

　二十歳の集い実行委員の皆さん、
ご協力ありがとうございました！
　それぞれの回答に、現実をしっかり
と見ているなと思いました。また、こ
のまちの未来をつくるために、皆さん
のような若い世代との対話がもっと
もっと必要だと感じました。

（議会広報特別委員会委員  松本暁大）

二十歳の集い実行委員の皆さん

ぎなん議会だより　第61号ぎなん議会だより　第61号 23
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議案第 55 号 岐南町印鑑条例の一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 56 号 岐南町手数料条例の一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 57 号 岐南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 58 号 岐南町体育施設等の指定管理者の指定について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 59 号 岐南町南町民センターの指定管理者の指定について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 60 号 岐南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改

正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 61 号 岐南町議会議員の議員報酬、旅費及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 62 号 岐南町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 63 号 岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 64 号 岐南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 65 号 令和7年度岐南町一般会計補正予算(第4号) 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 66 号 令和7年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 67 号 令和7年度岐南町介護保険特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 68 号 令和7年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】
議案第 69 号 令和7年度羽島郡二町教育委員会特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

定例会結果・質疑

12月定例会ではこんなことが決まりました
賛成＝〇　反対＝●（※議長は採決に加わりません）

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

▲提出議案
　ページは
　こちら

定例会結果

定例会での質疑（一部抜粋）
【議案第56号　岐南町手数料条例の一部を改正する条例】

Q コンビニ交付のセキュリティ対策は万全か。

コンビニ交付は「地方公共団体情報システム機構（J-LIS）」が一括してシステムを管理・
運用しています。セキュリティ対策は全国レベルで万全を期しており、問題ないと認識
しています。

A

【議案第58号　岐南町体育施設等の指定管理者の指定】

Q 指定管理者が示している具体的な事業は。

テニススクールや卓球スクールなどの既存１８事業と、ランニングスクールや高齢者向
けトレーニングなどの新規１２事業を合わせた、計３０件の事業計画が提出されています。

A

Q 指定管理者が示している収支計画は物価高騰を反映しているか。

現在の社会情勢を踏まえ、光熱水費や人件費の高騰を考慮した収支計画であると認識
しています。

A

Q 収支計画は令和8年度からの施設使用料改定は反映されているか。

収支計画には、施設使用料改定後の金額が反映されています。A

【議案第65号　令和7年度岐南町一般会計補正予算】

Q 東小学校の防犯用監視カメラ設置工事は、学校全体の安全性を高める防犯
システムとして機能するのか。

今回は故障に伴う既存システムの更新となりますが、新規に精度の良い機器を導入し
ます。
外部侵入者の防止やトラブル発生時の対策として、安全システムとしての機能を十分
に果たすものと考えています。

A

ぎなん議会だより　第61号ぎなん議会だより　第61号 45

定例会結果・質疑



12月定例会にて常任委員会を開催

常任委員会で条例案等の審査を行いました

【議案第56号　岐南町手数料条例の一部を改正する条例】

延長する予定はありません。
目標達成に努めます。A

行政証明書のコンビニ交付の利用が伸びなかっ
たときは、手数料の減額期間を延長するのか。Q

【議案第58号　岐南町体育施設等の指定管理者の指定】

共同事業体を構成する株式会社
スポーツマックスが保険に加入し
ており、加入者が対応いたします。

A
指定管理者の候補者は共同事業体である
が、けがや事故があったときの対応は。Q

【議案第59号　岐南町南町民センターの指定管理者の指定】

他の町民センターは、過去に募集をしたも
のの応募がありませんでした。そうしたこと
も踏まえ、検討していきます。

A
他の施設にも指定管理者制度を
広げていくのか。

Q

ホームページに操作方法を掲載したり、住民
課窓口でチラシを配布するなど、住民に周知
していきます。

A
コンビニ交付を促進するための
具体的な取り組みは。Q

指定管理者は、毎月、月間業務報告書を提出し
ます。また、年２回、外部委員による指定管理者
評価委員会を開催します。

A
指定管理者による運営の状況を
確認・評価する体制は。Q

マイナンバーカードを活用したコンビニ交付では、役場
の開庁時間外でも行政証明書の交付が受けられます。窓
口業務の効率化により、住民サービスの向上を図ります。

A手数料減額の目指すところは何か。Q

常任委員会議会トピックス

福 祉 教 育 委 員 会

▲多くの国会議員が来賓として出席しました

８月18日・大野市、11月７日・宇多津町

他市町の議会と意見交換

11月12日・ＮＨＫホール

第69回町村議会議長全国大会

　８月１８日、福井県大野市議会の４人の議員の皆さ
んが、行政視察に訪れました。
　住民への情報発信の方法のひとつ「広報紙」に
ついて、議会広報特別委員会（委員長・長谷川淳議
員）のメンバー５人と、同じ立場から意見交換を行い
ました。
　それぞれの広報紙を見比べ、編集で心掛けてい
ることや工夫している点など、今後に生かせること
はないか話し合いました。

　全国の町村議会の議長・副議長が一堂に会した
「第６９回町村議会議長全国大会」が、東京渋谷のＮ
ＨＫホールで開催されました。
　全国町村議会議長会は、持続可能な地域社会を
確立するため、地方交付税等の一般財源総額の増
額確保・充実により、人口減少・少子化対策、こど
も・子育て政策、デジタル社会・脱炭素社会の推
進に向けて、一致結束して果敢に行動していくこと
を宣言しました。
　研修会では、元プロ野球監督で野球評論家の達
川光男さんの講演がありました。

　１１月７日には、香川県宇多津町議会の１０人の議
員の皆さんが、行政視察に訪れました。
　宇多津町と岐南町は、平成２４年に、災害時相互
応援協定を結んでいます。
　この日は、防災に関する事業を中心に、感震ブレー
カー設置費の補助や家具固定器具取付支援、木造
住宅耐震診断相談士無料派遣事業など、岐南町の
取り組みについて説明をしました。また、建設中の
防災備蓄倉庫の見学もありました。

ぎなん議会だより　第61号ぎなん議会だより　第61号 67
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執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
い
」

　
　  

一
般
質
問
Q
＆
A
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●
三 

宅 

祐 

司

◎
総
合
案
内
の
看
板
撤
去
と
行
政
の「
意
思

　
決
定
の
姿
勢
」再
点
検

◎「
誰
か
が
や
る
」か
ら「
私
が
や
る
」へ
の

　
意
識
改
革

●
渡 
邉 
憲 
司

◎
事
件
事
故
抑
止
に
つ
い
て

◎
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
助
成
金
に
つ
い
て

●
松 

本 

暁 

大

◎
絆
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
事
業
効
果
に
つ
い
て

◎
ご
み
有
料
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

　
補
う
施
策
に
つ
い
て

◎
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
の
運
用
状
況
は

…
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…
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●
小 

椋 

正 

子

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
時
に
つ
い
て

◎
子
育
て
支
援
の
充
実

●
廣
瀬
恵
理
子

◎
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
は

◎
令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

●
松 

原 

浩 

二

◎
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
後
の
状
況
や
対
応

　
に
つ
い
て

◎
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◎
外
国
籍
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て

◎
町
内
施
設
の
今
後
の
方
針
は

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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【定例会3日目】

【定例会4日目】

一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

一般質問 定例会結果

● 　 　 ● 　 　 ● 　 　一 般 質 問 ●　　 ● 　 　 ● 　 　 12月定例会 3日目

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
と

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
分
別
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
計
に
つ
い
て

Q
令
和
６
年
度
の
利
用
者
は
、
延
べ
人

数
で
７
名
と
い
う
事
で
あ
っ
た
が
、

重
複
を
除
い
た
固
有
の
人
物
数
と
し
て
は
、

通
所
・
宿
泊
・
訪
問
そ
れ
ぞ
れ
何
名
の
利

用
で
あ
っ
た
か
。

Q
全
国
平
均
10
・
９
％
に
対
し
て
、
本

町
の
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
利
用
率

は
。

Q
手
続
き
の
DX
化（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
）

の
意
向
は
あ
る
か
。

改
め
、
誰
も
が
受
益
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
母
子
と
そ
の
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

減
量
の
為
に
分
別
促
進
を

部
長
　
分
別
を
促
す
制
度
へ

誰
で
も
使
え
る
産
後
ケ
ア
へ

部
長
　
利
用
の
要
件
緩
和
へ

（
基
盤
整
備
部
長
）
少
量
で
あ
っ

て
も
金
属
類
は
再
資
源
化
に
手
間

が
か
か
る
た
め
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し

て
お
り
、
少
量
で
あ
っ
て
も
施
設
へ
の
持

ち
込
み
に
は
最
低
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

A

Q
少
量
の
資
源
ご
み
を
分
別
し
た
場

合
、
最
低
料
金
が
発
生
す
る
と
い

う
認
識
で
合
っ
て
い
る
か
。

倉内 貴成 議員
くらうち たかなりたかなり

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
産
後
の
心
身
共
に
不

安
定
な
時
期
で
あ
る
母
親
を
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
で
あ
る
。
令
和
６
年
に
、
こ
ど
も

家
庭
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
、
誰

も
が
利
用
で
き
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
他
の
市
町
村
で
は
、
利
用
対
象

者
の
要
件
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
て
変
更

を
し
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
は
非
常
に

厳
し
い
利
用
要
件
が
残
っ
て
お
り
、
国
が
示

し
て
い
る「
誰
も
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」

と
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
令
和
６
年

度
の
実
利
用
者
は
４
名（
宿
泊
１

名
、
通
所
２
名
、
訪
問
１
名
）で
す
。

令
和
７
年
度
は
11
月
末
時
点
で
６
名
の

実
利
用
と
な
って
い
ま
す
。

A
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
令
和
６
年

度
の
出
生
数
２
３
４
名
に
基
づ
き

算
出
し
ま
す
と
、
実
利
用
者
の
利
用
率

は
１
・
７
％
と
な
り
ま
す
。

AQ
利
用
目
標
が
全
国
実
績
と
比
較
し

て
低
い
目
標
設
定
で
あ
る
の
は
な
ぜ

か
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
開
始
当
初

の
実
績
に
基
づ
き
算
定
し
た
た
め

低
い
目
標
値
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
回

の
計
画
見
直
し
時
に
は
直
近
の
利
用
者

数
を
考
慮
し
、
目
標
を
引
き
上
げ
る
見

込
み
で
す
。

AQ
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
利
用
要
件
を
緩
和
し
た
対
象

と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
現
在
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
対
象
者

を
「
産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
者
」
へ
と

A

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
他
市
で
は

ア
プ
リ
予
約
、
申
請
フ
ォ
ー
ム
の

デ
ジ
タ
ル
化
等
で
満
足
度
が
向
上
し
て
い

る
例
が
あ
り
ま
す
。
費
用
対
効
果
も
踏

ま
え
、
本
町
で
も
利
用
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
の
DX
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

A

Q
分
別
に
対
す
る
逆
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
い
て
い
る
点
を
ど
う
考
え
る

か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
一
部
の
ご
み

に
つ
い
て
正
し
く
分
別
し
よ
う
と

す
る
と
、
可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
る
よ
り
も

コ
ス
ト
や
手
間
が
か
か
る
現
状
は
課
題
で

す
。
分
別
す
る
ほ
ど
「
安
く
・
楽
に
」

な
る
仕
組
み
が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 AQ

ご
み
減
量
に
向
け
た
分
別
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
設
計
に
つ
い
て
策
は
あ
る

か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
収
集
方
法
の

見
直
し
や
乾
電
池
等
の
無
料
回

収
に
加
え
、
ご
み
を
減
ら
せ
ば
安
く
な
る

15
リ
ッ
ト
ル
袋
の
導
入
を
検
討
し
、
今
後

も
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
分
別
し
た
く

な
る
制
度
設
計
を
推
進
し
ま
す
。

A
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部
長
会
議
の
議
事
録
の
提
出
を

部
長
　答
弁
な
し

時
間
外
勤
務
手
当
と
時
間
外

勤
務
命
令
簿
に
つ
い
て

投
票
率
の
向
上
を
目
指
し
て

ご
み
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

総
合
体
育
館
の
空
調
問
題

の
、
前
町
長
か
ら
の
命
令
が
根
拠
で
会

議
で
の
資
料
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）
こ
の
判
断
は
、
労

働
基
準
法
に
お
け
る
「
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間
」
の

定
義
と
、
行
政
組
織
に
お
け
る
客
観
的

な
命
令
系
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

法
令
の
適
正
な
解
釈
と
運
用
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
前
町
長
の
同
意
や

意
見
に
法
的
な
拘
束
力
は
な
く
、

聞
き
取
り
や
相
談
を
す
る
必
要
は
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。
現
在
の
町
長
が
適

正
な
法
令
の
運
用
と
財
政
上
の
責
任
に

基
づ
い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

A Q
朝
礼
の
開
始
を
令
和
３
年
３
月
１
日

と
し
た
根
拠
、
証
拠
資
料
を
示
せ
。

Q
手
当
を
支
給
す
る
に
、
当
事
者
へ
の

聞
き
取
り
や
調
査
な
ど
の
確
認
を
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。町
の
見
解
を
問
う
。

（
総
務
部
長
）
朝
礼
に
関
す
る
時

間
外
手
当
の
遡
及
支
給
お
よ
び

支
給
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
令
和
３
年

２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
部
長
会
議
で

A 時
間
外
手
当
の
開
始
時
期
に
大
幅
な
齟
齬

が
あ
り
、
ま
た
、
労
働
時
間
と
し
て
支
払

わ
れ
た
金
額
が
多
い
。
10
月
議
会
で
部
長

は
「
こ
の
件
に
関
し
て
証
拠
と
し
て
そ
の
時

の
部
長
会
議
の
資
料
が
あ
り
ま
す
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
そ
の
資
料
を
請
求
し
見
ま

し
た
が
、真
実
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

Q
時
間
外
勤
務
命
令
を
裏
付
け
る
文

書
や
議
事
録
の
提
出
を
求
め
る
。

水
田
や
畦
畔
の
草
刈
り

に
対
し
て
補
助
金
を

（
総
務
部
長
）
朝
礼
開
始
に
関
す

る
契
機
が
部
長
会
議
で
の
前
町
長

の
命
令
で
あ
り
、
実
際
に
翌
月
曜
日
に

は
各
所
属
に
お
い
て
朝
礼
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
部
長
会
議
で
の
証
拠
と
な
り

得
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
命
令
に
係
る
勤
務

時
間
外
命
令
簿
は
、
ご
指
摘
の

通
り
作
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
命
令
簿

と
い
う
形
式
的
な
手
続
き
の
不
備
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
実
質
的
な
労
働
の
対
価

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
形
式
的
な

命
令
簿
の
不
在
を
持
っ
て
「
不
正
支
給
」

と
す
る
こ
と
は
労
働
法
令
の
趣
旨
に
反

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
）
農
業
は
食
料

供
給
の
基
盤
と
し
て
日
々
の
生
活

と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

A Q
証
拠
と
す
る
資
料
に
問
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
町
の
見
解
を
問
う
。

Q
朝
礼
に
お
け
る
時
間
外
勤
務
命
令

簿
の
提
出
を
求
め
る
。

Q
第
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て

の
価
値
や
重
要
な
役
割
を
、
町
は
地

域
を
支
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
農
業
者
か
ら

の
要
望
や
苦
情
に
対
し
、
速
や
か

に
対
応
し
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
補
助
金
の
導
入
は
、
現
在

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

担
って
い
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

支
援
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
農
事
改

良
組
合
へ
の
支
援
、
地
域
再
生
協
議
会

へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
産
地

消
、食
農
教
育
の
促
進
を
行
って
い
ま
す
。

A Q
農
地
の
水
路
を
守
る
た
め
、
補
助

金
等
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
農
事
改
良
組

合
や
農
業
者
の
手
に
負
え
な
い
畦

畔
等
の
除
草
に
つ
い
て
の
相
談
が
町
に
多

数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
現
地
を
確
認
し

必
要
に
応
じ
、
町
で
除
草
を
行
う
な
ど

対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
農
業
者

等
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 A Q

高
齢
化
が
進
み
、
草
刈
り
は
大
変

な
重
労
働
で
あ
る
。
産
業
を
支
え
る

視
点
で
、
町
に
で
き
る
解
決
策
を
問
う
。

小島 英雄 議員
こじま ひでお

Q
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
場
所
を
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

Q
期
日
前
投
票
所
を
増
設
す
べ
き
で

は
。

ご
み
処
理
有
料
化
に
伴
う
説
明
会
で
は
、

多
く
の
質
問
を
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
情
報
が
あ
ま
り

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

条
例
改
正
し
利
便
性
の
向
上
を

部
長
　人
員
確
保
・
執
行
経
費
の
懸
念
点

（
基
盤
整
備
部
長
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
シ
ー
ル
を
配
付
し
て
対
応
す
る

予
定
で
す
。

A

Q
旧
ご
み
袋
は
い
つ
ま
で
使
え
る
か
決

ま
っ
た
か
。

Q
自
治
会
な
ど
で
現
在
大
量
に
ご
み
袋

を
保
有
し
て
い
る
場
合
使
い
き
れ
な

い
懸
念
が
あ
る
が
、
何
か
対
策
は
あ
る
の

か
。

（
住
民
部
長
）
総
合
体
育
館
な
ど

の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
５
年
間
、
引
き
続
き
指
定

管
理
制
度
を
導
入
す
る
予
定
を
し
て
お

り
、
指
定
管
理
を
行
う
候
補
者
か
ら
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入
に
関
す
る
提

案
を
受
け
て
い
ま
す
。

A Q
簡
易
的
な
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
は
す
ぐ
導
入
で
き
る

の
で
は
。

一般質問一般質問

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅんじゅん

選
挙
公
報
を
取
り
入
れ
、
全
戸
配
布
を
目

指
す
。
こ
れ
は
民
主
主
義
の
た
め
の
大
事
な

必
要
コ
ス
ト
で
す
。

（
総
務
部
長
）
投
票
区
を
増
設
す

る
こ
と
は
、
選
挙
人
に
お
け
る
投

票
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
反

面
、
投
票
管
理
者
や
投
票
立
会
人
、
選

挙
事
務
従
事
者
等
の
人
員
確
保
や
会
場

の
確
保
、
そ
れ
に
伴
う
執
行
経
費
の
増

加
等
の
懸
念
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
町
HP
や
広
報
紙
、

様
々
な
手
法
に
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
設
置
に
関
す
る
意
見
や
、
新
た

に
設
置
可
能
な
場
所
な
ど
の
情
報
収
集

等
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
期
日
前
投
票
所
を

増
設
す
る
こ
と
は
、
投
票
率
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
長
期
間
の
複
数

会
場
の
確
保
と
、
配
置
す
る
職
員
の
増

員
確
保
、
そ
れ
に
伴
う
執
行
経
費
の
増

加
と
いっ
た
懸
念
材
料
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
ち
に
期
日
前
投
票
場
を
増
設
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
投
票
者
数
が
多

い
投
票
日
前
日
は
、
混
雑
を
解
消
す
べ

く
、
人
員
を
増
強
す
る
な
ど
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

A

Q
町
長
選
・
町
議
選
で
も
選
挙
公
報

を
発
行
す
べ
き
で
は
。

Q
投
票
区
を
増
設
し
、
利
便
性
の
向

上
と
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
増
設
の
た

め
に
条
例
を
改
正
す
べ
き
で
は
。

（
総
務
部
長
）
先
行
自
治
体
の
例

を
参
考
に
、
電
子
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
協
議
・
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

A

（
基
盤
整
備
部
長
） 

令
和
８
年
４

月
か
ら
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
計
画
的
な

購
入
と
使
用
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

広
報
紙
や
ご
み
収
集
計
画
表
な
ど
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

AQ
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
に
関
し
て
交

通
弱
者
の
方
へ
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

Q
生
ご
み
の
不
法
投
棄
の
中
身
を
確
認

し
て
個
人
を
特
定
し
、
再
発
防
止
に

努
め
て
い
る
か
。

（
基
盤
整
備
部
長
） 

高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
障
が
い
者
や
要
介
護
者

を
含
む
世
帯
等
を
対
象
に
、
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
収
集
を
依
頼

し
た
、
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
に
か
か
る

収
集
運
搬
費
の
一
部
を
助
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
） 

不
法
投
棄
の

中
身
を
確
認
し
、
個
人
が
特
定

で
き
る
場
合
は
連
絡
を
と
り
有
料
で
処

理
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

A
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看
板
撤
去
は
最
善
の
判
断
か

部
長
　ロ
ビ
ー
が
狭
く
来
訪
者
が
滞
留

「書く手間がない」
「移動がない」「迷わない」

対面の時間をしっかり確保

総
合
案
内
の
看
板
撤
去
と
行
政
の

「
意
思
決
定
の
姿
勢
」
再
点
検

事
件
事
故
抑
止
に
つ
い
て

（
住
民
部
長
）
庁
舎
は
ロ
ビ
ー
が

狭
く
、
総
合
案
内
窓
口
前
に
来

訪
者
が
滞
留
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

人
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
適
切
な
窓

口
へ
案
内
し
て
い
ま
す
。
看
板
は
現
在
な

い
状
態
で
す
が
、
積
極
的
に
寄
り
添
い
お

声
を
か
け
、
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

AQ
北
見
市
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
よ
う

に
、
そ
の
数
値
的
な
根
拠
を
明
確
に

示
せ
。

先
進
事
例
の
北
海
道
北
見
市
で
は
、
独
自

の
新
シ
ス
テ
ム
開
発
に
よ
り
、
複
数
の
手
続

き
を
１
時
間
超
か
ら
10
〜
15
分
に
大
幅
短

縮
し
、ミ
ス
や
職
員
数
も
削
減
で
き
ま
し
た
。

ま
た
職
員
さ
ん
の
お
話
で
心
に
響
い
た
の
は

「
寄
り
添
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
他
の

業
務
の
時
間
を
減
ら
し
て
対
面
の
時
間
を

し
っ
か
り
確
保
す
る
、
窓
口
改
革
は
終
わ
り

が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
常
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
北
見
市
が

仕
組
み
で
住
民
の
安
心
を
担
保
す
る
一方
、

本
町
は
人
的
対
応
の
み
に
依
存
す
る
判
断

を
最
善
と
す
る
。

で
は
看
板
撤
去
で
削
減
し
た
時
間
を
ど
の
業

務
に
再
配
分
し
、
住
民
へ
の
対
応
が
具
体
的

に
ど
う
改
善
し
た
の
か
。

役
場
の「
顔
」で
あ
る
総
合
案
内
看
板
の
撤

去
は
、
住
民
の「
安
心
感
」と
い
う
大
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
し
た
判
断
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
は
令
和
６
年
４
月
に
総
合
案

内
業
務
の
職
員
配
置
を
や
め
た
後
も
約
１

年
間
は
看
板
を
存
続
さ
せ
、
そ
の
半
年
後

に
よ
う
や
く
撤
去
し
た
。

Q
「
住
民
課
の
人
材
は
不
足
し
て
い
な

い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
町
民

の
不
安
を
招
く
看
板
撤
去
が
必
要
で
、
な

ぜ
こ
の
判
断
が
最
善
だ
っ
た
の
か
。

「
誰
か
が
や
る
」か
ら「
私
が

や
る
」へ
の
意
識
改
革

（
住
民
部
長
）
北
見
市
の
よ
う
な

数
値
的
な
根
拠
は
お
示
し
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

A

複
雑
化
す
る
現
代
の
行
政
課
題
に
対
し
、

「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
」
で
は
な
く
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
事
」
と
し
て
取

り
組
む
主
体
性
こ
そ
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、

そ
し
て
職
員
の
「
や
り
が
い
」
の
源
泉
に
な

り
ま
す
。
近
隣
市
で
は
、
職
員
が
自
ら
予

算
を
提
案
し
、
婚
活
支
援
や
電
動
自
転
車

の
導
入
な
ど
、
従
来
の
「
前
例
主
義
」
を

打
ち
破
る
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

空
き
家
解
体
の
助
成
事
業
と
連
携
し
、
解

体
前
の
建
物
を
消
防
訓
練
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
部
署
横
断
的
な
資
源
の
有
効
活
用

も
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
職
員
の
意
識
を
前
向
き
に
変
革
す
る

た
め
の
「
提
案
型
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
仕
組
み
が
あ
っ
て
も
現

場
が
多
忙
で
は
改
革
は
進
み
ま
せ
ん
。

（
町
長
）
管
理
職
の
責
任
の
下
、

慣
行
化
・
形
式
化
し
た
業
務
の

削
減
と
優
先
順
位
付
け
を
徹
底
し
、
時

間
を
意
図
的
に
創
出
し
ま
す
。Ｒ
Ｐ
Ａ
等

の
活
用
に
よ
り
、
本
来
注
力
す
べ
き
検

討
や
対
話
に
充
て
る
時
間
を
捻
出
し
ま

す
。
一
番
の
願
い
は
、
職
員
が
、
自
分

た
ち
が
こ
の
町
を
つ
く
っ
て
い
る
ん
だ
と
、

胸
を
張
っ
て
言
え
る
役
場
に
す
る
こ
と
で

す
。
誰
か
に
言
わ
れ
た
か
ら
や
る
仕
事
で

は
な
く
自
分
が
考
え
、
関
わ
っ
た
と
実
感

で
き
る
仕
事
が
や
り
が
い
と
な
り
、
町
の

魅
力
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。「
前

例
が
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」
の
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
町
に
と
っ
て
一
番
い
い
形
に

な
る
か
、
立
場
を
越
え
て
一
緒
に
考
え

ら
れ
る
組
織
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

A Q
業
務
改
善
活
動
を
実
行
で
き
る
時
間

や
環
境
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
ま

た
、
町
長
が
職
員
と
一
緒
に
目
指
す
ワ
ク
ワ

ク
す
る
組
織
へ
の
一
番
の
願
い
は
何
か
。

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

現
在
、
全
国
的
に
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
背
景
に
は
、
日
本

社
会
が
抱
え
る
深
刻
な
「
再
配
達
問
題
」

と
「
環
境
負
荷
の
削
減
ニ
ー
ズ
」
が
あ
り
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
普
及
に
よ
り
宅
配
便
の

取
り
扱
い
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
中
、

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
に
利
用
で
き
る
補
助
金
は
、

国
交
省
が
用
意
し
て
い
る
物
と
各
自
治
体

で
用
意
し
て
い
る
物
の
２
種
類
あ
り
、
岐
阜

県
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
愛
知
県
一
宮
市
で

は
住
民
目
線
に
立
ち
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
補
助

金
が
あ
り
ま
す
。

Q
今
後
、
国
交
省
が
置
き
配
を
基
本

ル
ー
ル
に
し
た
場
合
も
視
野
に
入
れ

て
、
岐
南
町
も
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
補
助
金
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一般質問一般質問

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじけんじ

近
年
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
事
件
捜

査
に
活
用
さ
れ
、
早
期
解
決
に
つ
な
が
る
有

益
な
情
報
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
も
毎

年
３
台
ほ
ど
高
額
な
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
し

て
い
ま
す
が
、
岐
南
町
す
べ
て
を
網
羅
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
維
持
費
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
録
画
映
像
が
警
察
の

捜
査
活
動
に
活
用
さ
れ
、
全
国
で
各
種

事
件
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
は
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す

が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
私
的
財
産

と
し
て
個
人
が
自
己
の
安
全
確
保
の
た

め
に
購
入
す
る
機
器
で
あ
り
、
個
人
間

の
紛
争
解
決
の
た
め
に
補
助
金
を
出
す

こ
と
は
難
し
い
こ
と
や
個
人
情
報
の
観
点

か
ら
な
ど
も
考
慮
す
る
部
分
が
あ
る
た

め
、
事
件
事
故
防
止
の
た
め
に
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付
け
に
補
助
金
を

出
す
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
「
適
切
で

な
い
」
と
の
考
え
で
す
。

A

Q
駐
車
監
視
付
き
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
で
あ
れ
ば
、
目
線
も
低
く
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
顔
が
認
識
し
や
す
い
こ

と
も
あ
り
、
各
家
庭
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で

各
家
庭
が
防
犯
拠
点
と
な
っ
て
機
能
す
れ

ば
、
事
件
事
故
の
解
決
に
大
い
に
役
立
て
る

こ
と
に
も
な
る
の
で
、
駐
車
監
視
付
き
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
補
助
金
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
国
や
他
の
自

治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
補
助
金
制
度
」
の
主
な
目
的
は

・
再
配
達
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

・
配
達
員
の
労
働
負
荷
の
軽
減

・
子
育
て
世
帯
や
介
護
世
帯
で
も
受
け

取
り
や
す
い
環
境
で
す
。

A 補
助
金
を
創
設
し
て
は

部
長
　制
度
創
設
の
考
え
は
な
い

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
助
成
金
に

つ
い
て

国
に
お
い
て
は
「
置
き
配
」
を
標
準
的

な
受
け
取
り
方
法
と
す
る
方
向
で
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
際
の

再
配
達
に
係
る
料
金
設
定
な
ど
、
今
後

の
具
体
的
な
取
り
扱
い
が
明
確
で
な
い
部

分
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
関
す
る
制
度

創
設
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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【自治会離れは増々加速する。
　　　　時代に沿った施策・支援】

絆
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

事
業
効
果
に
つ
い
て

困
難
者
で
な
く
と
も
不
自
由

部
長
　
緑
ご
み
等
の
出
し
方
を
再
検
討

特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
有
効

部
長
　
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
て
い
く

ご
み
有
料
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
補
う
施
策
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
の

運
用
状
況
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
時
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
」
と
い
う
一
方
で
「
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
的
な
も
の
と
な
り
、
事
務

手
続
き
等
含
め
て
負
担
と
感
じ
て
い
る
」

と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
広

報
誌
配
布
な
ど
の
基
礎
的
活
動
中
心
の

自
治
会
運
営
を
望
む
声
が
あ
る
一
方
で
、

企
画
的
活
動
を
実
施
し
な
け
れ
ば
自
治

会
の
意
味
が
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま

す
。

本
事
業
が
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
る
反
面
、
自
治
会
を
維
持

す
る
上
で
の
足
枷
と
な
っ
て
い
る
と
も
認

識
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
中
で
あ
り
、
説
明
は
控
え
ま
す

が
、
引
き
続
き
地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
形
に
す
る
た
め
に
協
議
を
重
ね
、

自
治
会
や
地
域
団
体
に
対
す
る
新
た
な

支
援
制
度
の
令
和
９
年
度
運
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
加
入
世
帯
数

自
体
は
こ
こ
10
年
で
４
２
９
世
帯

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
率
は
今
年

４
月
１
日
基
準
で
73
％
と
な
り
、
こ
こ

10
年
で
11
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
事
業
が
「
自
治
会
運
営

A 毎
年
３
千
万
円
超
の
事
業
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
似
た
よ
う
な
支
出
額
で
あ
る
。
バ
ス

に
は
事
業
効
果
を
問
題
視
す
る
声
を
聞
く

が
、
絆
づ
く
り
は
こ
の
事
業
の
存
在
自
体
を

知
ら
な
い
住
民
が
多
い
こ
と
か
ら
表
に
出
て

こ
な
い
。

Q
①
自
治
会
離
れ
は
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
な
い
が
、事
業
の
継
続
を
問
う
。

②
町
の
目
標
に
対
し
て
の
事
業
効
果
と
、

事
業
の
必
要
性
を
問
う
。

自
己
搬
入
は
こ
れ
ま
で
の
収
集
方
法
か
ら
見

れ
ば
、間
違
い
な
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
。

先
の
議
会
で
困
難
者
に
対
す
る
運
搬
費
助

成
な
ど
の
経
済
的
支
援
策
は
理
解
し
た
。

で
は
、
そ
れ
以
外
の
住
民
に
対
し
て
は
ど
う

か
。
困
難
者
で
な
く
と
も
負
担
や
不
自
由

は
き
た
し
て
い
る
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
無
料
の
期
間

が
終
了
す
る
年
度
末
に
か
け
て
利

用
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
の
状
況
を
受
け
、
自
己
搬
入

施
設
の
開
設
日
を
増
加
し
ま
し
た
。「
緑

ご
み
や
電
池
類
な
ど
」
の
出
し
方
に
つ
い

て
は
再
検
討
を
行
い
ま
す
。

A Q
物
理
的
支
援
策
は
な
い
か
。

Q
条
例
制
定
後
の
相
談
や
適
用
事
案

な
ど
、
運
用
状
況
は
。

（
総
務
部
長
）
相
談
員
に
相
談
の

あ
っ
た
事
案
は
８
件
で
す
。

AQ
職
場
環
境
の
改
善
を
主
た
る
目
的

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
こ
そ
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
り
、

「
職
場
環
境
の
確
立
」
の
実
現
に
も
っ
と
も

簡
単
で
分
か
り
や
す
く
、
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

行
政
を
は
じ
め
「
自
分
は
し
て
い
な
い
」「
そ

ん
な
事
案
は
発
生
し
て
い
な
い
」
と
思
い
込

ん
で
い
る
だ
け
で
、
事
実
は
調
査
し
な
い
と

分
か
ら
な
い
。

（
総
務
部
長
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
設
問
も
含
み
つ

つ
、
職
場
環
境
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

包
括
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
未
然
防
止
と
再
発

防
止
の
観
点
か
ら
も
実
効
性
の
高
い
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

職
場
環
境
の
改
善
を
主
た
る
目
的
と
し

た
包
括
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
か
つ

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
方
針
で
す
。

A

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
、
屋
外
に
も
準

備
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Q
誰
で
も
緊
急
時
に
た
め
ら
う
こ
と
な

く
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
説
明
書
を

添
え
て
あ
る
か
。

Q
子
育
て
サ
ロ
ン
の
日
曜
日
の
開
催
を

し
て
は
ど
う
か
。

女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
為
に

部
長
　
令
和
８
年
度
中
の
配
備

一般質問一般質問

小椋 正子 議員
おぐら まさこまさこ

（
総
務
部
長
）
町
内
公
共
施
の
24

施
設
に
計
36
台
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
12
施
設
に
お
い
て
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
が
完
了
し
、
施
設

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
夜
間
や
休
日
に

お
け
る
地
域
住
民
の
方
々
の
緊
急
事
態

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

A

Q
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
為
や
、
止

血
の
為
に
三
角
巾
等
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
一

緒
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
箇
所
に

三
角
巾
を
配
備
す
る
こ
と
は
、
三

角
巾
を
傷
病
者
の
胸
部
に
添
え
る
こ
と

で
、
電
極
パッ
ド
の
装
着
後
に
素
肌
を
覆

い
、
傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
状
態
で
救
命
処
置
を
続
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
救
命
行
為
へ
の
心
理
的

な
障
壁
を
取
り
除
く
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
令
和
８
年
度
中
の
配
備
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

A

（
総
務
部
長
）
公
共
施
設
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
、
本

体
ケ―

ス
内
部
、
ま
た
は
収
納
ボ
ッ
ク
ス

内
部
に
、
電
源
、
パ
ッ
ド
操
作
と
い
っ
た

最
低
限
の
手
順
を
図
解
入
り
で
簡
潔
に

示
し
た
簡
易
操
作
し
た
シ―

ト
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
ま
す
と
、

本
体
か
ら
は
操
作
手
順
を
教
え
て
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
、
パ
ニ
ッ
ク
時
に
も

音
声
指
示
に
従
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
って
い
ま
す
。

A

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
日
曜
日
の

開
催
を
望
む
声
は
上
が
っ
て
い
な

い
と
子
育
て
支
援
員
か
ら
聞
い
て
い
ま

す
。
日
曜
日
に
開
催
す
る
に
は
、
委
託

先
法
人
の
職
員
配
置
や
実
施
場
所
の
施

設
開
館
に
伴
う
管
理
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
段
階
で
は
、
子

育
て
サ
ロ
ン
を
日
曜
日
に
開
催
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

AQ
保
育
所
の
補
修
工
事
の
支
援
が
不

足
し
て
い
な
い
か
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
各
園
か
ら

必
要
な
修
繕
箇
所
や
増
改
築
に

関
す
る
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
国
や
県

の
活
用
可
能
な
補
助
金
の
情
報
を
継
続

的
に
調
査
・
収
集
し
、
必
要
に
応
じ
て

予
算
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

AQ
５
歳
児
健
診
で
発
達
障
害
の
早
期
発

見
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
５
歳
児
健

診
は
、
子
ど
も
の
特
性
を
早
期
に

発
見
し
て
そ
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
や
育
児
に

関
す
る
指
導
・
助
言
を
行
い
、
幼
児
の

健
康
の
保
持
と
増
進
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
は
５
歳
児
健

A

診
の
実
施
に
係
る
支
援
を
進
め
、
全
国

展
開
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
方
針
に
沿

い
集
団
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
社
会

性
の
発
達
や
自
己
統
制
な
ど
の
行
動
面

の
発
達
を
評
価
し
、
学
童
期
に
繋
げ
て

い
く
観
点
か
ら
５
歳
児
健
診
を
目
下
、

実
施
方
法
等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

松本 暁大 議員
まつもと あきひろあきひろ

「負担・地域性・繁茂期を
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老
朽
化
の
管
路
の
割
合
は

部
長
　
34
・
８
％
で
す

不
法
投
棄
や
ト
ラ
ブ
ル
は

部
長
　
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い

岐南町自己搬入施設

築58年の小学校舎

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
は

令
和
８
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て

ご
み
の
出
し
方
の
変
更
後
の

状
況
や
対
応
に
つ
い
て

町
内
施
設
の
今
後
の
方
針
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

（
基
盤
整
備
部
長
）令
和
６
年
度
、

水
道
本
管
の
漏
水
は
15
件
あ
り

ま
し
た
。
修
繕
に
要
し
た
費
用
は
８
９
２

万
８
７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
老
朽
化
に

伴
う
赤
水
の
被
害
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
）
水
道
料
金
の

改
定
を
受
け
、
令
和
８
年
度
以

降
の
水
道
事
業
の
経
営
は
、
安
定
的
に

事
業
を
行
え
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

主
要
排
水
管
の
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
に
よ
り
若
干
工
事
費
は
変
動

し
ま
す
が
、
予
算
額
と
し
て
７
千
万
円

程
度
計
上
し
事
業
を
進
め
る
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
）
地
震
時
の
指

定
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
と

水
源
地
を
結
ぶ
水
道
本
管
の
耐
震
化

を
、優
先
度
１
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

整
備
率
は
、
令
和
６
年
度
末
時
点
で

95
・
３
％
に
達
し
、
残
り
の
延
長
は
４
０

０ｍ
で
す
。
ま
た
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
に
策
し
て
か
ら
10
年
が

経
過
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年

度
に
見
直
し
を
行
い
、
令
和
９
年
度
か

A Q
老
朽
化
が
原
因
の
漏
水
、
赤
水
実

績
は
過
去
ど
の
程
度
あ
る
か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
設
置
か
ら
40

年
以
上
経
過
し
て
い
る
本
管
は
５

万
３
５
５
０ｍ
で
、
割
合
は
34
・
８
％
で

す
。 A Q

現
状
40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
老
朽

化
管
路
の
割
合
は
。
　

Q
今
後
10
年
の
水
道
管
の
更
新
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Q
老
朽
化
し
た
管
路
の
更
新
予
算
は
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

令
和
８
年
度
か
ら
水
道
使
用
料
金
が
値
上

が
り
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
増

す
一
方
で
値
上
げ
の
背
景
に
は
、
今
後
避
け

て
は
通
れ
な
い
水
道
施
設
の
更
新
や
、
維
持

管
理
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的

な
水
道
施
設
の
適
切
な
更
新
計
画
を
求
め

ら
れ
ま
す
。

ら
令
和
18
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
次
期

の
更
新
計
画
と
し
て
策
定
す
る
予
定
で

す
。

（
町
長
）
本
町
の
財
政
は
現
時
点

で
、
実
質
単
年
度
収
支
が
３
年

連
続
の
赤
字
で
あ
り
、
経
常
収
支
比
率

は
91
・
６
％
と
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
本
町
の
財
源
は
硬
直
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
編
成
に
お
い
て
は
全
て
の
既
存

事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
捉
え
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
視
点
で
事
業
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の

予
算
を
計
上
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
と
町
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、①
子
育
て
・
教
育

の
充
実
②
地
域
福
祉
と
共
生
社
会
の
推

進
③
地
域
防
災
力
と
安
全
・
安
心
の
確

保
④
町
の
利
便
性
・
賑
わ
い
の
創
出
⑤

デ
ジ
タ
ル
化
・
業
務
効
率
化
の
推
進
を

５
つ
の
重
点
分
野
と
し
て
、
第
６
次
総

合
計
画
等
の
上
位
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
つ
つ
、
町
の
強
み
で
あ
る
「
人
と
人

A Q
重
点
施
策
・
重
点
分
野
は
。

Q
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
や
、
外

出
支
援
、
介
護
予
防
、
地
域
サ
ロ
ン

へ
の
支
援
拡
充
の
方
針
は
。

と
の
つ
な
が
り
」
を
最
大
限
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
事
業
を
基
本
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Q
物
価
高
騰
の
中
、
町
民
生
活
を
守

る
た
め
の
更
な
る
支
援
策
の
考
え

は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
本
年
度
に
お
い
て

も
、
水
道
料
金
の
減
免
や
、
学

校
給
食
費
に
対
す
る
食
材
費
高
騰
分
の

支
援
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
物
価

高
騰
対
策
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
国
の
臨
時
交

付
金
が
新
た
に
交
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
活

者
の
実
情
に
即
し
た
更
な
る
支
援
策
を

検
討
し
、
迅
速
に
実
施
し
ま
す
。

A

Q
来
年
度
よ
り
指
定
ご
み
袋
が
値
上

げ
に
な
る
が
差
益
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
か
。

Q
自
己
搬
入
施
設
へ
の
持
ち
込
み
は
特

に
高
齢
者
や
車
の
な
い
方
な
ど
搬
入

困
難
者
の
対
応
が
必
要
で
は
。

Q
学
校
給
食
法
と
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
あ
ら
た
め
て
町
の
考
え
を
問
う
。

一般質問一般質問

松原 浩二 議員
まつばら こうじこうじ

Q
今
年
度
10
月
よ
り
粗
大
ご
み
や
金

属
類
な
ど
出
し
方
が
変
わ
り
、
自
己

搬
入
施
設
へ
の
持
ち
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

変
更
後
に
良
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
不
法
投

棄
や
自
己
搬
入
施
設
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
悪

く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。

（
基
盤
整
備
部
長
）
令
和
８
年
４

月
か
ら
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
伴

い
粗
大
ご
み
な
ど
自
治
会
毎
の
収
集
か

ら
拠
点
回
収
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
な
い
が
、
予
約
が
取
り

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
対
応
と
し
て
、
回
線

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
増
設
、
開
設
日
を
増
加

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

A

（
基
盤
整
備
部
長
）
店
頭
販
売
価

格
か
ら
コ
ス
ト
等
を
差
し
引
い
た

額
が
令
和
６
年
度
実
績
で
４
４
６
万
円

で
し
た
。
令
和
８
年
度
見
込
み
は
５
９

２
万
円
で
す
。
一
方
で
ご
み
処
理
に
か
か

る
委
託
料
と
負
担
金
は
６
億
４
千
万
円
、

岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
は
５

億
９
千
万
円
の
見
込
み
額
で
す
。

A
（
基
盤
整
備
部
長
）
自
己
搬
入
困

難
者
に
対
し
収
集
運
搬
費
助
成

の
個
別
収
集
の
負
担
軽
減
支
援
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

A

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
国
に
お
い

て
令
和
８
年
度
か
ら
無
償
化
を
検

討
し
て
お
り
必
要
な
子
育
て
施
策
と
考

え
て
い
ま
す
。

A外
国
籍
住
民
と
の
関
係
に

つ
い
て

Q
増
加
し
て
い
る
外
国
籍
の
住
民
と
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
は
あ
る
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
通
報
や
相
談

な
ど
な
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

A Q
外
国
籍
の
住
民
も
増
え
て
い
る
が
給

食
の
ハ
ラ
ル
対
応
は
。

（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
児
童
生
徒
・

保
護
者
と
相
談
し
て
対
応
し
ま
す
。

AQ
岐
南
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
は
新
加
入
者

ひ
と
り
あ
た
り
補
助
金
は
年
70
円
と

少
な
い
が
見
直
し
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
繰
越
金
が
あ

り
、
要
望
も
な
い
の
で
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

AQ
異
文
化
交
流
が
で
き
れ
ば
将
来
海
外

で
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
や
町
民
に

と
っ
て
良
い
と
思
う
が
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
民
一
人
ひ

と
り
が
共
生
の
取
り
組
み
を
認
識

し
地
域
団
体
等
と
協
働
し
交
流
の
機
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

AQ
小・中
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー・図
書

館
・
保
育
園
ほ
か
老
朽
化
が
進
む

が
、建
て
替
え
と
な
る
と
多
額
の
費
用
が
か

か
る
。人
口
減
少
の
影
響
や
交
付
税
も
見
込

め
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、基
金
を
積
む

な
ど
具
体
的
な
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
社
会
保
障
費
や
扶

助
費
の
増
大
も
あ
り
、
岐
南
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し

改
訂
を
行
い
、
具
体
的
な
改
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
対
策
費
用
を
設
定
し
、
条

例
に
基
づ
き
基
金
を
毎
年
度
積
み
立
て
、

必
要
に
応
じ
適
宜
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

A

廣瀬 恵理子 議員
ひろせ えりこ
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編
集
後
記
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3月１日発行

20歳になる皆さんにこんなこと聞いてみました　Ｐ2～3

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

廣
瀬 

恵
理
子

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

小
椋 

正
子

倉
内 

貴
成

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
広
報
特
別
委
員
会
で
は
今
後
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
心

が
け
、
町
民
の
皆
様
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
声
を
今
後
の
編
集
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　  （
廣
瀬
）

■
引
き
続
き
、
広
報
委
員
と
し
て
議
会
だ
よ
り
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
如
何

に
し
て
関
心
・
興
味
を
引
き
出
し
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
。
ま
た
、
議
会
が
発
行
す

る
紙
面
と
し
て
の
目
的
や
そ
の
意
義
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
と
し
て
良
い
紙
面
と
は
何
か
。
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　 （
松
本
）

　
　

■
今
回
は
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
ま
し
た
。
福
井
県
大
野
市
議
会
と
香
川
県
宇
多

津
町
議
会
が
行
政
視
察
に
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
沢
山
の
視
察
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
行
政
・
議
会
共
に
ど
ん
ど
ん
他
市
町
に
先
駆
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
５
年
連
続
広
報
委
員
と
な
り
ま
し
た
が
１
年
間
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

       （
長
谷
川
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
行
政
証
明
書
を
取
得
す
る
と
、
４
月
か

ら
手
数
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
窓
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
間
帯
も
利
用
で
き
、「
マ
イ
ナ

救
急
」
機
能
も
あ
り
、
利
便
性
が
高
く
災
害
時
に
も
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
小
椋
）

■
議
会
の
取
り
組
み
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、
委
員
会
で
は
構
成
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
町
政
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
誠
実
な
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。   （
倉
内
）

西小学校６年

長屋洵璃さんの
作品です

表紙の題字

ながや じゅり

長谷川 淳 議員
（はせがわ じゅん）

二十歳の集い実行委員の皆さん

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

趣味：スポーツ観戦・歴史
特技：サッカー・Wikipediaですぐ調べること
座右の銘：人間万事塞翁が馬

　4 年間皆様の為に働ける機会をいただきまして感謝申し上げます。議員は、
皆様の意見を届けるのが一番の仕事です。しかし、全て望み通りいくわけで
はありません。そんな時は、何故駄目なのかという理由を説明し、納得いた
だけないのならばしっかりと議論することも議員の大事な仕事だと思います。
賛成か反対か答えは１つしかありませんが、そこに至る過程にはいくつもの道
があります。４年間その道を大事に活動してまいります。皆様どうぞ今後とも
宜しくお願い申し上げます。

廣瀬 恵理子 議員
（ひろせ えりこ）

趣味：道の駅巡り・カフェやグルメ巡り・ドライブ
特技：料理・お菓子作り
座右の銘：死ぬこと以外かすり傷

　２期目を迎え、初心を忘れず、町民の皆さまの声に改めて向き合ってまい
ります。子育て、教育、福祉、防災など、暮らしに身近なことを大切にしながら、
気軽に声をかけていただける存在として、安心して暮らせる町づくりに全力で
取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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